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ビル管理システム"BUILMAX”シリーズ
Bui●ding SupervisorY and ControISYSteml､BUILMAX'′

複雑なビル設備の集中管理,安全で快適な環境の維持及び省エネルギー･省力化

の時代の要請に対し,ビル管理システムヘの需要が高まってし､る｡

日立分散形ビル管理システム"BUILMAX､'は,ワンチップマイクロコンピュー

タを使用した伝送制御装置,インテリジュントコントローラをベースにしたコンパ

クトなシステムである｡

このシステムは,ビルの規模別に,大,中,小の3椎でシりⅦズ化し,ビルの規

枚と管理目的に応じ自由に選択できるようにしている｡また,各システムはいずれ

もシステムを階層化し処理機能を各階層に分散したことにより,システム全体とし

ての処理性,応答性及び信相性が著しく向_としている｡

□ 緒 言

ビル管理システムは,ビル内に設置される′受変電設備,空

気調和設備,衛生給排水設備,防災設備,l坊犯設備などを中

央監視宅で集中監視制御するシステムであり,安全で快適な

ビル環境を維持し,同時に設備の効率の良い運転∴敏速制御,

自動化などを行なうことにより,ビルでの省エネルギー,省

力化及びビル全体の信頼度の向上を実現するものである｡ニ

のようなビル管理システムは,昭和44年ごろからミニコンピ

ュータを用い超高層ビルに導入され始めたが,現在では超高

層ビルだけでなく,床面積1万m2程度の小規模ビルにまで広

範何に導入される傾向にある｡ニのため,特に広範囲に適用

される経済的なビル管理システムに対する需要が高まっている｡

口立製作所では,このような需要に対上むするため,ビル管
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理システムの信頼性,処理性及び拡張性の向上並びに制御内

容の充実を図り,｢分散制御と集中管理+を其本理念とした日

立分散形ビル管理システム"BUILMAX'■(Building Manage-

ment and Automation Complex)をシリーズ化した｡

囚 システム化へのアプローチ及び"BUlJMAX”の特

長と効果

ビルの管軌 道首にとって重要な点は,経済性を確保しな

がら居住者に対し最適なサービスを提供することにあるが,

軌二,建物の人形化,高層化及び設備の複雑化という設備環

境の変化,塔柱者の意識の多様化,あるいは省エネルギーな

どの社会的要請という背景に対処する必要がある｡これらの
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エネルギー化と-80年代のピル管‡里へ向けすべての要求を満足している｡
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背景ないし要請に対処しアプローチする手段が,すなわちビ

ルの総fナ監視システムである｡図1に``BUILMAX''のミ ッ

ショ ンアナリシスを示す｡

システムの目標(快適性,経済性,安全性,適応性及び操作

性)に対し,"BUILMAX''は次に述べるような特長,効果

をもっている｡

(1)経済運転による省エネルギー化と快適な周囲環境の確保

負荷を効率の良い効果的な後述する各椎の省エネルギー運

転を行なうことにより運転経費を節約し,また同時に最適制

御を行ない,快適な周囲環境の確保とエネルギーコストのミ

ニマム化を図る｡本号別掲の論文で詳述する｢空調システムダ

イナミックシミュレータ"TACSS''+を用いることにより,事

前に各制御方式の妥当性,その効果の事前評価及び各穐の制

御パラメータの事前検討が可能である｡これら各稚の制御方

式の改善により,約10%の省エネルギーの実現と現地調整時

間の短縮化が可能となった｡

(2)少人数による自動運転

日常の監視,操作,記三録及び非常時の操作の自動化を行な

い,またカラーCRT(Cathode Ray Tube),プラズマディス

プレイの導入などを図りマンマシンコミュニケーションの向

上を実現した｡これにより,約30%弱の省力化が期待できる｡

(3)安全性,信頼性の確保

後述するようにホスト,フロント及びフロントエンドの3

種の階層構造による分散制御方式を用いることにより,管理

システム自体の信頼性を著しく向上させ,また停電,火災な

どの非常時に対する各種の制御を総合的に遅ラ背なく実行する｡

そのために,建物全体の安全性と信頼性の確保が可能となっ

た｡

(4)最適規模システムの選択

ハードウェア,ソフトウェアのユニット化,パッケージ化

の推進により,ビルディングブロック式に′ト規模から中大規

模までのシステムのシリーズ化が可能となり,ビルの規模,

管】翌目的に応じて最適のシステムと制御内容の選定が可能と

なった｡また,変更や増設に対する拡張性も大幅に向上した｡

(5)配線工事費の低減

ディジタル伝送方式(2Jレソイストペア線伝送)と分散形プ

ロセス入出力装置の採用によr),従来に比べて配線工事費の

大幅な低減(約60%)が可能となった｡また特に信頼性を重視

する場合は,伝送路の二重化を行ないいっそうの高信頼度化

が可能である｡

(6)スペース効率の向上

集積度の高いエレクトロニクス,マイクロコンピュータな

どの全面的な採用により大幅なコンパクト化を実現し,また

リモートステーションなどには前面保守構造を用いることに

より,中央監視室と現場のりモートステーション設置場所の

スペースは,従来システムに比較して,約60%の削減が可能

となった｡

田 構 成

3.1 システム構成

"BUILMAX''は,ビルの規模,管理目的により下記3種

のシリーズ化を行なっている｡

(1)大規模ビル用システム:"BUILMAX-80''

(2)中規模ビル用システム:"BUILMAX-08''

(3)′ト規模ビル用システム:"BUILMAX一〆'

各システムのシステム構成図を図2に,その仕様を表1に
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図2 "BUルMAX”

のシステム構成

ビルの規模,管理目的に

応じ(り小規模用"BUIL-

MAX-〟∴'(2)中規模用

"BUlJMAX-08”,(3)大

規模用1`BUILMAX-80”

と三つのシリーズ化を行

なっており.最適システ

ムの導入が図れる｡

l)
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表l"BUルMAX”仕様一覧 ``BUルMAX一〆'から■▲BUルMAX-80”に至るまで,各シリーズの基本的な適用と仕様を示す｡

項目
システム名 "BUlJMAX一〃■ ▲`BUlJMAX-08t' -`BUILMAX-80''

対管

象王里

ピ ノレ の 規 模 /ト規模ピノレ 中規模ピノレ 大規模ピノレ

東急 入 出 力 点 数 300～l′000点 500～2′000点 l′0(】0～10.000点

床 面 稚 例 10.000mZlよ下 10.000-30,000m2 30′000m2以上

ホ

ス

ト

主 記 憶 素 子 コア(マイクロコンピュータ) コア(HIDICO8 ES)
コア(ト‖DIC80)

lC(川DIC80E)

主 記 憶 容 l 12k吉吾 32～64k盲吾 481ほ8k言吾(Max.512k語)

ア ク セ ス タ イ ム し32/▲S l.2/JS 0.65ノ∠S又は0.48〟S

補 助 記 憶 装 置 不イ寸 ディスク(オフ0ション) ディスク(標準)

補 助 記 憶 客 土 256k語 l,024-2.048k語

タ イ プ○ ラ イ タ l台(オプション) l台 2台

プロセステ′ィスフDレイ

カードリーグ

ラインプリンタ

磁安lテープ

l台(960/し920文字 カラー) l～2台(960/l.920/4,032文字カラー)

l台

l台大形システムの場合

l台

停 電 対 策 コアメモリで現状維持 CVCF(定電圧定ノ笥浪)電源装置言安置

フフ

⊂】[コ

ンン

トト

エ及

ンぴ

ド

系 統 t雪 l系統 lT2系統 I-10系統

リモート ステーショ ン数 l-4箇所 5-16箇所 8180箇所

ユニット数/ステーショ ン 2(基本ユニット＋拡張ユニット)/ステーション

カ ー

ド(Pり 枚 数 I4枚/ユニット(基本ユニット),ほ～16枚ノ/ユニット(拡弓長ユニット)

入 出 力 点 数 Al:8点/枚.AO:4点/枚.Pl:8点/枚.Dl:16点/枚.DO:16点/枚

イ ン テ リ ジ ェ ン ト オートスキャン(高速/低速)(標準).シーケンス制御(オプション),定値制御(オプション)

イ云 遠 方 式 半二重直列

イ云 送 速 度 250k bps

伝 送 昆巨 離 2km

イ云 送 緑 l対ツイストペア綿(ケーニ7ルニ重イヒはオプション)

ス キ ヤ ニ ン クー 方 式 ローカルスキャン方式(全点スキャン l砂1よ内)

レ ス ポ ン ス 速 度 l秒前後

ア/ヾ

■ソ､ソ

70ク

プラズマテrイ スプレイ l窓 2窓 2-4窓

ミ ニグラフィ ック/ヾネノレ l面 l面 l面

集 約 表 示 灯 】面 l面 l面

ミ ニ プ リ ン タ 】台(オプション) l台(オフ'ション) l台(オフDション)

示す｡

本システムは,その構成を(1)ホスト(コンピュータシステ

ム),(2)フロント(伝送制御系),(3)フロントエンド(リモー

トステーション)と3フェーズの帽･層構造とし,各層ごとに

インテリジェンス機能をもたせている｡

図3にシステムの階層を示す｡

3.2 ハードウェア構成

システムの階層化に従い,ハードウェアも階層化し,更に

は機能ごとのユニット構成としている｡図4に一例として中

ホ ス

ll
コンピュータシステム
(H旧IC80,H】DIC80E,

HIDIC O8E)

[配 データの演算処理

1.自動制御

2.CRT監視

3▲ 記 僚

フ ロ ン ト データ伝送制御

‡l

伝 送 制 御 系

(監視操作卓)

インテリジェンス機能

1.選択操作,計測

2.異常監楓ほか

フロントエンド プロセスインタフェース

II
リモートステーション

(分散形プロセス
入出力装置)

インテリジェンス機能

図3 システムの階層 ホスト,フロント及びフロントエンドと三つの

階層化を行ない,安全性,処王里性.更には拡弓長性の向上を図っている｡

規模システムである"BUILMAX-08'◆の構成を示す｡

(1)ホ スト

日立制御用コンピュータHIDIC80,又はHIDIC O8を中核

として,各設備の運転表示とマンマシン用CRT,オペレータ

ーズコンソール,動作故障記録タイプライタ及び日報作成用

タイプライタにより構成される｡

(2)フロント

ホスト,フロント及びフロントエンドをディジタル信号で

有機的に結合する信号伝送装置,装置全体の監視･操作を行

なう中央監視操作卓及び複数のマイクロコンピュータによる

インテリジェンスにより構成される｡中央監視操作卓は,(a)

電力,空調,衛生,防災,搬送など諸設備の運転状態,故障

をLED(発光ダイオード)で表示するミニグラフィ ックパネ

ルと,(b)操作計測時の表示,故障表示,時刻表示及び各種

表示を集約的に行なうプラズマディスプレイパネル,並びに

オペレーターズコンソールにより構成される｡更に前述の

CRT,CRTオペレーターズコンソールが装備きれる｡図5

にプラズマディスプレイの例を示し,上部に故障表示を,下

部に選択計測表示を示す｡

図4 "BUルMAX-08”構成機器 ▲`BUILMAX-08''の中央監視操作卓,

中央処理装置,動作故障記録タイプライタ及び日報作成用タイプライタを示す｡
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図5 70ラズマティスプレイ表示 70ラズマティスプレイに,2点の

故障表示.3点の計7別表示例を示す｡

(3)フロントエンド

ロMカル側各隅,又は各設備の近くに設置され,各設備と

の入rlけプを行なう｡

ニのような階層化と機能分散の結果,､卜位の階層が機能を

停止した場合･でも,下位の階層は機能の存続ができるバック

アップ機能を自動的にもち,従来のように特別なバックアッ

プ系統をもたずにシステム全体の信輔件向上を阿ることがで

きる｡またデ【タの処f削ま,各階層が分押して行なうため,

ホストの主コンピュータの負担が軽減され,マンマシンコミ

ュニケーションが円i骨に行なわれるなど処理怖が向卜してい

る｡また.システムの拡張,変更も階層別に行なうことがで

きるので,ビル管理内容の増加,変更に対して拡張件をもっ

ている｡

口 機 能

4.1 機能概要

-`BUILMAX'1二よりビル内の′受変電設備,空気調和設備,

衛勺÷給排水設備,防災設備,i;朋巳設備などを集中賢二こ視制御す

る機能は,(1)各杵の自動制御や手動操作,手動設定を主体

とする制御.操作機能,(2)設備の状態,故障及び計測伯を

個別,捻子ナ的に監視する監視書幾能,(3)各柁の計測値やイ如日

量を記録し,日報､ノ]報の作成及び機器の動作や故障の記録

を行なう記録機能の3椎の某本機能から構成される｡各機能

の内存を表2にホす｡これらの機能を果たすためのフロント

エンド,フロント,ホストの各ド皆眉間のデ【タの流れを図6

グ)ブロック間にホす｡

表2にホす各位能をソフトウエアバッケー｢ジ化してビルの

規模や用途,ユーザーの希望の機能により什意に必要機能を

逃択し,各ビルに最適な制御,操作機能,監視機能及び記錨

機能を実行できる｡

4.2 空調関係制御1幾龍

一般白くJなビルでは,エネルギーの40%が空調用として消費

されている｡またエネルギー単価は,最近の情勢により高騰

する一一方であるため,空調関係の省エネルギー化に関する制

御機能は非常に重要である｡空調設傭の制御対象は熱源系,

搬送系及び空調系に分けられる｡各系,各系木‖互間の制御の

内容を図7に示す｡それぞれの機能は制御モデル化され,こ

れらモテルを向凹に示すように組みでナわせ,外部から与えら

れる環境囚十(パラメータ)によって次に述べるビル阿有の省

エネルギー関係の制御を行なう｡なお,ビル空調でのソフト

ウェアについては,本号別掲論‾丈｢省エネルギMのためのビ

ル空調制御ソフトウエア+に論述してあるのでここでは概略

だけについて述べる｡

(1)蓄熱運転の最適化制御

二の制御は,蓄熱槽を用し-て蓄熱運転を行なう場合,熱源

機器を有効に運転するために負荷の変化メ犬態を事前に予測し､

表2 ■`BUルMAX''機能一覧表 ビル内の諸設備(電九 空調,衛生,防災及びその他)に対する制石肌操作,監視及び記婁責の各機能を示す｡

基 本 機 首巨 受 変 電 設 備 空 調 子街 生 三宝 備 防 災･防 ヨ巳 設 備 そ の 他 の 言箕 イ庸

シ リ ー ズ 機 能

ー`BUIMAX

】〟

`■BUlJMAX

-08''

"BUILMAX

ーBO■■

制

御

‡乗

イ乍

イ国別選択制子卸
Lや断着岸,開閉者芸など

の入一切]

遠隔主監i五度設定

空調機などの発停

パルフ′,ダンパの開閉

才非煙ダンパ開,

消火ボン7一入圭桑作など
○ ○ ○

】

スケジューノレ祐り子卸
電灯負荷のスケジ井【

ノレ手蔓入
動力スケジュール運転 (⊃ ○ ○

○‾

省エネノレキー利子卸

無効電力刺子卸 ファンボンフ一台数制御 ○ ○

窓イ則照明制御 熱源台数最適イヒ制御 △ (⊃ ○

最適外気取入れ制御

室内温･湿度最適イヒ制御

動力最適始動刺子卸

昏主事場換気制子卸 ∠ゝ ○

緊急(安全)制御

電力デマンド監視制御
火災による空調機の連

動停止

手非煙,給気フアン連動

制御

非常放送連動制御

○ ○ ○

停復電制御

自家発負荷制御
△ ○ ○

予防イ呆全制御 遷幸云時間監視制御 運転時間監視制御 l
△

マイナ制御 温･湿度建値制御 △ ∠ゝ △

監

キ見

]犬

態

故

芦章

状態監視 しや断器,開閉着暮 動力./ヾノレブ.ダンノ〈
施錠監視.｢T>(工業用

テレビジョン)監視

エレ･ベーター,

エスカレーターなど
○ ○ ○

故匹章異常監視 同 上 同 上 自火幸尽,煙感知器など 同 上 ○ (⊃ ○

アナロクー上下朽艮監視 アナログ言‾H則テー一夕 アナロクー計ン則テご一タ 琴主車場空気汚染監視 L △ ○ ○

アナロクー言十1則
電圧.電流,電力,

力宰,周;度数
三見･湿 度 r司 上 ○ ○ ○

パルス積算 電 力 量 水,カースなどのン先王 ○ ○ ○

そ の 1也 運転時間言十;則 △ △

言己

毒量

共

通

日報,月幸艮など
アナログ計)則テ′一夕./ヾルス寺責算データの1毎iE時

値,最小値.平均イ直
△ ○ ○

故芦章,操作記録

その1也

;二;ご:コミュニi

異常発生時,正常復帰時の自動記録,運転操作の

自動喜己貪桑

トレンドロク1集中検量十記貪桑,メンテナンスメッ

セージ

スケジュールの設定,変更.最適制碓ロのパラメー

タのチューニンクー.その1也

動イ乍喜己貴重

巡回記毒貴

l

l

l

l

△

○

(⊃

○

○

△

○

注:○(標準).△(オプション).自家発(自家発電設備),自火報(自動火災報知機)
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電力設備 空調衛生設備 防災･防犯設備 搬送設備

ビル設備

フロントエンド(リモートステーション)

データバッファ

オートスキャン

送 信

｢
■

プラズマディスプレイ

ミニクラフイ17クノ埠ノレ

コンソール

+.

｢●
カラーCRT

コンソール

+ .

■

操作処理

マンマシン

コミュニ

ケーション処理

亡

標準時計

データバッファ

データバッファ

タイムシェアリング

システム(TSES)

｢-て+

受 信

監 視 処 王里

送 信

受 信

監 視 処‡里

システム管王里

ラインプリンタ

翌日熟負荷予測モデル

夜間最適

蓄熱量算出

最適蓄熱開

始時刻設定

熱 回 収
パ タ

ー

ン

決定モデル

最適熱源運転

計画モデル

熱 源 制 御

冷 凍 機

制 御 装 置

最適蓄熱

温度設定

当日負荷量

修正入力

包

制 御 指 令

受 信

送 信

制 御 処 王里

受 信

送 信

制 御 処 玉里

ファイル処理

L----｢

カードリーグ

建物の熟負荷

予測モデル

最適送水量

設 定

送水ポンプ台数制御

冷凍機 送水ポンプ

最 終 予 熱

開始時刻設定

『
フロント(伝送制御装置)

‾｢

ホスト(HIDIC
(H旧IC

記毒毒処理

_ +
80,H旧】C80E)
08E)
‾

｢

タイプライタ

注:*印は,■`B川LMAX-80■'のみ

図6 "BUルMAX”

機能ブロック図

階層イヒと処玉里及びデー

タの)売れを示す｡フロ

ント,フロントエンド

はマイクロコンピュー

タによりその機能を実

現L,分散処f里を行な

つている｡

CO2濃度

予測モデル

外気冷房

運転判断
モ デ ル

除湿運転

判断モデル

最適外気取入れ

量算出モデル

ダンパ開度
制 御

■■●■一■

外気取入れダンパ

最適温･

湿度設定

空調機への

流量制御
加湿制御

フ ア ン

コイル制御

空調機 フアンコイル 電気ヒ一夕

図7 空調関連機能構成図 予測演算制御磯能の中核である空調系統(熱源系,搬送系及び空調系)の機能構成を示す｡二の制御モデルにより最適化を行な

い,快適な環境,省エネルギー及び省力化を図る｡

冷i束機やボイラなど熱源機器の最適な運転計画を立てるもの

で,具体的には日条件(曜日,祝祭日及び平日)や天気,最高気

子見などの子測をもとに一一日の負荷量の予測i汁貸を行なっている｡

(2)空調シーズン決定と室内環境設定制御

空調シーズンの決定は,暦により空調シーズンを年間,夏

季,中間李及び冬季に区別し,其準室内fよ-1性設定値を川遠別

並びにインテリア部及びペリメータ部に分けてブ央志する｡具

体的には,月日を入力することによI)季節に応じた1火遁環J克

の温･湿J空を決定してし､る｡

(3)もr勺ブ比･湿度の最適化制御

二の制御はど′い右往満の快適環境の確似を目的とL,その

制限内で吊エネルギ川を阿るべく室内ぎ占ふ･f占昆度の設二道値を制

御している｡具体的には,室内設定伸二に対し外気i見･粘度の外

的変互助を考慮Lて三i内子J.ユリ空の再設定を行ない,ヒートショッ

ク規範をl;〟止する｡また,中間李では可能な範拘での外ニミ冷

テ)i領域の拡大を行なし､､エネルギMの節i成を回っている｡

9



92 日立評論 VO+.62 No.2(1980-2)

(4)空調機の払塵始動制御(予冷,予熱の最適化)

この制御は行エネルギーと′快適環境の両面を満足させるた

め早朝のビルの熱負荷を予測し,空調樅の拉適始垂加寺刻を決

定するもので,具体的には1ミI勺エンタルピーを一一正時間Fて耶車.与

で測完し,空,渦i脊垢川長城)能力との計算により子央左している(つ

(5)J弦適外気刈文人れ制御

外与ミ取入れは,1三内環境保持のためには積極的に揮い)人れ

たほうがよいが､ウニモ調のエネルギー一員荷の面ではj_針二川当な

負荷となってはね辿ってくる｡したがって,二の抑圧する二

つの要Lノ(Jのバランスをとった拉過な外1t取人れ量をr朋在に判

断することが重要であるが,二の制御では∃三内環境兆態をCO2

膿伎叫別荘他により判断し,濃度レベルにより8段階の外シモ

ダンパの間僅制御を行なっている｡

田 伝送方式

‥BUILMAX''はシステムを階層構造とし,各層ごとにイ

ンテリジュンス機能をもたせ分子孜制御と集rll管理を行なって

いるが,これらの問はマイクロコンピュータを川いた仁ミ送別

御システムを採用しており,配線+二革帯の削減をl女lるととも

に規模にJ心じて適用できる装置の拡粧ノlご上をもたせている｡二

の伝送システムは,上イ立コンビューータと結チトするコンビュ【

タインタフエースと,データ集配の対象プロセスjモ傍に1設置

される分散プロセス端末から構成される｡†上ミ遥遠度250k bps,

fよ遠距離Max.2km(1ペアラインの総延良)の高速及び拉距碓

伝送を行なうことができ,1ペアラインで拉大8台の分散プ

ロセス端末をマルチトロ､ソプ方式に接続できる｡

分散プロセス端末は,

ンテリジュント化によ り

【､宴トている〔}仁こ送線は,

端末で絶縁されており,

マイクロコンピュータをJノ小歳したイ

ト位コンピュータ能ブJのfl荷軽i械を

トランス結合により各分散プロセス

1千丁の分散プロセス端末が′荘子原断に

より他の分散プロセス端末に影響Lないように偶成されている｡

伝送データのチェックは,CRC(Cyclic Redundancy

Check)方式を採メロしておl),その他仁二送信号の再送機能や

仁ミ送線路の二重化も石丁能で信細件の向上が図れる.｡表3に伝

送の概略仕様を示す｡

田 リモートステーション

対象プロセスのj引･宕に設置されるリモートステーション

(分散プロセス端末)は,1本のペア線上にマルチドロップ式

に接続し分散配苗される｡

リモートステーショ ンの1子iの規模は,使用する入州ブJカ

ードの純頓によっても変わるが,ディジタルで故人400点,

アナログで黄大80点である｡

図8に実装の一例を示す｡

装置は北本ユニットと拡張ユニ･ソトをもち,米本ユニット

は電i憤,伝送部別路,マイクロコンビュ｢タ及びメモリを内

J歳し,その他最大14校の入山カカ【ドを実装できる｡拡張ユ

表3 "BUルMAX”の伝送仕様 伝送制御装置の仕様を示す｡ホストと

フロント,フロントとフロントエンドの十云送に採用Lている｡

項 目 仕 様

墜__畢__旦__二堅⊥ガタ竺

昼__旦+巨_嘩⊥

芝一言一言一芸十
｢司 期 方 式

喜呉 り 制 御

時 間 監 視

転 送 言吉 敷

8リモートステーション′′′ポート

Max.2km(延べ配線長)

250k bps

半二重オミーリング方式

フレーム同期

CRC方式

応害二監視タイマ

回当たりMax.110言吾

)主:l語=t6ビット, CRC(Cyclic Redurldan(〕Y Check)
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図8 リモートステーション実装例 現場設置に適Lた防塵形密閉壁

掛,前面保守構造となっている〔寸法:幅600×奥行300×高さ800(mm).入出力

点数:ディジタル最大400点,アナログ最大80点〕(⊃

ニットは､汁L用ユニットとアナログ専用ユニットの2杵頬が

あり,汎川ユニットには娘大16柏二の入出力カードを,アナロ

グ剖fJユニットにはアナログ入力共通制御b]路と妓大10校の

アナログ人力マルチプレクサカードを実装できる｡

リモートステーションはシリアル伝送を効呼号よく行なうた

め,_卜位からの初期設定データ(人山カカMドパラメータ,

論押アドレスと物理アドレスの木‖_在変枚テーブル,スキャン

周期など)をもとに,臼上軌的にプロセスデータを収集しメモ

リに記憶しており､コンピュータかごJの指ホにより要求デー

タの連続転送を行なう方∫(とLている｡

本業帯の特長は,

(1)仁二道距離Max.2km(1ペアラインの稔延巨)､†ム送速度250

k bpsと高速,良距離シリアル仁ミ送によI)分散配置できる｡

(2)CMOS素子採用と一日1路のハイプリソド化による装置の低

1電力化と高密度化により,電i憤をl/っ磯LたJIS規朽19inユニ

‥ノトのモジュール俳造にまとめられ,標準一見装F告体は現場設

置に適した防塵形密閉壁j卦仁た休としている｡

(3)器官;キな入～iリノカ【トレパートリーをもっており,機能の

輿なる入出力カードを任意スロットに実装することができ､

実装効率の向上を図っている｡

(4)0.5～2mm2外部信号線をプラグイン背血コネクタへ了百接

指紋叶能で,外部信号配線スペースの∃編′J､を阿っている｡

(5)マイクロコンビュMタを内蔵しており,そのインテリジ

ェント機能により外部配線‥接続の物理的位置を意識しない論

.哩アドレス指定方士〔を実施し,更に入亡i-リブカードのデータを
竹崎【_′l劫スキャンLてデータの連続転送を‾叶能とLている｡

l】 結 言

以卜,日よ分散形ビル管押システム"BUILMAX''のシり

∽ズ桃戌,システム柿b軋 機能,伝送方式及びリモートステ

ーションについて概略的に記述した｡

今後はソフトウェアのし一つそうの充て夫,リモートステーシ

ョンの機能｢Eり卜及び多様化する山場の需要と二【ズに谷易に

対応できることが必要である｡また,｢空調システムダイナミ

ックシミュレータいTACSS'■▲Jを有効にi肯用し,より経済的な

ワた調システムとその制御方式を確カニし,省エネルギー､省力

の効果を具体的な数値として確立することが必要であり,二

の方向の研つ妃を鋭意に進めたいと考える｡




